





























（田上 , 2003, 2010）。しかし、これまでに積み重ねられた
研究や実践を整理した論文はなく、実用化のための研究は
ほとんど手つかずのままである。

















































































　 幼稚園・保育園 小学校 中学校 高校・大学等 教師・保護者他 計
特別なニーズへの対応 2 24 4 0 0 30
人間関係の改善・集団づくり 1 17 9 5 5 37
尺度開発 0 3 8 7 4 22
計 3 44 21 12 9 89
表2．特別なニーズに対応した研究の内訳
　 幼稚園・保育園 小学校 中学校 計
発達障害 0 10 1 11
いじめ 0 6 0 6
選択性緘黙・引込み思案 2 2 1 5
不登校・登校しぶり 0 4 2 6
グループの逸脱行動 0 2 0 2










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ンセリング学会 第35回大会発表論文集 , p80.
岸田幸弘（2013）：学校適応を促進する「遊び」の集団体験 
対人関係ゲームによる登校支援の可能性 . 昭和女子大




奏する条件 . 昭和女子大学學苑 884, 42-50.
北浦益代･荒添美紀・金子多喜子（2012）：対人関係ゲーム
を活用した看護学生の人間関係づくり：対人関係ゲー
ムの種類と参加者の体験 . 看護教育研究学会誌 4, 
45-56.
國分康孝（1992）：構成的グループ・エンカウンター. 誠信書
房 , 東京 .
前原雅美･高橋淳一郎･松崎陽子（2005）：対人関係ゲーム
による中学生への介入効果（3）：衝動性の低減と対処





セリング学会 第44回大会発表論文集 , p105.
松井理納・稲垣応顕（2012）：対人関係ゲームによる学級の
人間関係づくり（52） －適応指導教室における実践と

























































グ学会 第44回大会発表論文集 , p106.
文部科学省（2008）：小学校学習指導要領解説 特別活動編 , 
文部科学省 , 東京 .
中村恵子･山本淳子･鹿嶋真弓ら（2005）：対人関係ゲーム
による学級の人間関係づくり（10） －学校生活充実感























学会 第43回大会発表論文集 , p83.
中村恵子・田上不二夫（2011）：対人関係ゲームによる学級の
人間関係づくり（40） －チーム援助の機能分析－ . 日本
カウンセリング学会 第44回大会発表論文集 , p103.
中村恵子･伊澤孝･田上不二夫（2012）：対人関係ゲームに
よる学級の人間関係づくり（50） －学校生活充実感












本カウンセリング学会 第47回大会発表論文集 , p177.
西澤佳代･田上不二夫（1995）：対人関係ゲームプログラム
による登校拒否児の指導 . 日本カウンセリング学会 
第28回大会発表論文集 , pp240-241.
西澤佳代･片山洋一（1996）：対人関係の発達を基礎とした
登校拒否タイプの研究 . 日本カウンセリング学会 
第29回大会発表論文集 , pp184-185.
西澤佳代・田上不二夫（2001）：対人関係ゲームプログラムに
よる不登校児の指導 . カウンセリング研究 34, 192-202.
西澤佳代・田上不二夫（2011）：対人関係ゲームによる学級
の人間関係づくり（47） －いじめを受けた転校生の学


























般化性－ . 行動療法研究 19，13-27.
沢宮容子･田上不二夫（2003）：選択性緘黙児に対する援助
としてフェイディング法に対人関係ゲームを加えるこ


























す身体動作の制止効果 . 信州大学教育学部紀要 52, 
9-13.















日本カウンセリング学会 第42回大会発表論文集 , 
p82.
田上不二夫編（2010）：実践グループカウンセリング－子ど
もが育ちあう学級集団づくり . 金子書房 , 東京 .
田上不二夫・内山喜久雄 （1993）：身体運動反応による情動




成（予備的研究）－ . 日本カウンセリング学会 第37回
大会発表論文集 , pp286-287.
田上不二夫･山本淳子（2005）：対人関係ゲームによる学級の
人間関係づくり（7） －ゲームの種類と参加者の体験－ . 
日本カウンセリング学会 第38回大会発表論文集 , 
pp203-204.
田上不二夫･鹿嶋真弓（2006）：対人関係ゲームによる仲間
づくり（11） －社会生活動機づけテストの開発－ . 日本
カウンセリング学会 第39回大会発表論文集 , p272.
田上不二夫・今田里佳・岸田優代編（2007）：特別支援教育
コーディネーターのための対人関係ゲーム活用マニュ
アル . 東洋館出版 , 東京 .
田上不二夫・中村恵子（2008）：対人関係ゲームによる学級
の人間関係づくり（22） －学校生活充実感テストの活













会 第45回大会発表論文集 , p172.
田上不二夫・中村恵子・伊澤 孝（2013）：対人関係ゲームに
よる学級の人間関係づくり（56）－小・中学校生活にお








化 . 第48回 日本教育心理学会総会発表論文集 , p358.
高橋淳一郎（2008）：対人関係ゲームによる中学生への介入
効果（5）：1年間の継続的介入による不適応傾向の低減
効果 . 第50回 日本教育心理学会総会発表論文集 , p139.
高橋淳一郎･松崎陽子･前原雅美（2005）：対人関係ゲーム
による中学生への介入効果（1）：不適応感と問題行動
















































































関連 . 教育心理学研究 41, 358-364.
山下陽平･窪田由紀（2012）：小学生を対象とした対人関係
ゲーム・プログラムの効果の検討：対人不安傾向・社会




回 日本教育心理学会総会発表論文集 , p326.
山本淳子・田上不二夫（2004）：対人関係ゲームによる学級
の人間関係づくり（2） －対人関係ゲームの特徴－ . 




作成－ . 日本カウンセリング学会 第38回大会発表論
文集 , pp201-202.
山本淳子・田上不二夫（2005b）：体験内容からみた対人関係








A Review of Social Interaction Games
Yasuhiko OHSAWA*1 and Fujio TAGAMI*2
*1 School of Psychology, Tokyo University of Social Welfare (Isesaki Campus),
2020-1 San’o-cho, Isesaki-city, Gunma 372-0831, Japan
*2 School of Psychology, Tokyo University of Social Welfare (Oji Campus), 
 2-1-11 Horifune, Kita-ku, Tokyo 114-0004, Japan
Abstract : The purpose of this article was to review the studies on Social Interaction Games which were published during 
the past 20 years (up to the year 2014).  The studies reviewed here consist of 14 articleｓ published on scientific journals, 
89 bulletin papers presented at the meeting of conferenceｓ (excluding symposium manuscripts), and four books (excluding 
case reports).  Those study article were classified into two categories: case reports and development of scales.  The case 
reports could further be classified into two categories.  The review revealed four problems.  The first problem was the state 
of the class group in which a teacher aimed at.  Second was the ways that the Scales were used to make an assessment. 
Third was the evaluation of the effects of programs according to the problem.  Lastly, it was found important to study the 
influences that the teachers have on their children.
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